
 
 

荒町商店街の七夕飾り 

Photo by  Osamu.K 

 

仙台七夕まつりの特徴は、毎年新たに手作りされる笹飾りです。 

飾りは各個店のみなさんが数カ月前から手作りで準備、 

吹き流し５本１セットで飾るのが習わしとなっています。 

飾りの内容は当日まで企業秘密！８月６日の朝から飾り付けが行われます。 
 

◆◆◆仙台七夕まつりの笹飾り◆◆◆ 

短冊：学問や初動の上達    紙衣：病気や災難の厄除け、裁縫の上達 

折鶴：家内安全と健康長寿   巾着：商売繁盛 

投網：豊漁、豊作       屑籠：清潔と倹約  吹き流し：織姫の織り糸 

 

仙台七夕まつり協賛会 HPより http://www.sendaitanabata.com/index.html 

 



 
 

 

 

編集後記  
仙台では、梅雨が明けてすぐ、七夕まつりが開催されました。 
前夜祭の８月５日、恒例の花火大会が行われましたが、直前に本降りの雨に見

舞われながらも、開始時刻の１９時には、雨が止むという、奇跡がありました。

とはいえ、完全に晴れたわけではなく、まだ雨雲が居座っていたので、各地か

らの眺めは、不完全だったと思います。それでも、暗い雲を照らす花火の光と、

夜空に轟く大きな音に、やっと仙台に訪れた夏を感じました。翌日からの３日

間は、初日こそまた雨に見舞われましたが、７，８日は好天に恵まれ、夜にな

っても七夕見物される人の波は途切れませんでした。 
この頃は中心部の大通りだけではなく、少し離れた 
商店街でも、綺麗な七夕飾りを沢山楽しむことがで 
きるようです。手作りの飾りと、短冊に書かれた手 
書きのお願いごとを見るのもまた楽しく、地域に根 
ざす人々の思いを感じることができます。 

  
 
 

◆被災地における雇用のミスマッチが深刻に 

政府が 2013年度の「経済財政白書」を発表しました。 

その中で、東日本大震災の被災地で求人と求職のニーズ

が合わない「雇用のミスマッチ」の発生が顕著となって

いることに言及しています。建設業などの求人が増加し

て有効求人倍率は改善したが、完全失業率は悪化し、求

人数増加が雇用改善に結びついていない実態が、改めて

明らかになりました。 

 

◆女性の平均寿命が世界一に返り咲き 

厚生労働省が 2012 年における日本人の平均寿命を発表

し、女性が 86.41歳（前年比 0.51歳の延び）で２年ぶり

に長寿世界一となり、男性は 79.94歳（同 0.50歳の延び）

で過去最高を更新したことがわかりました。男女ともに

前年を上回るのは３年ぶりです。 
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◆〔最低賃金〕宮城は現行 685 円から 10 円 UP の 695 円が予想 

中央最低賃金審議会（厚生労働相の諮問機関）の小委員

会は、2013年度の最低賃金（時給）の引き上げの目安を、

全国平均（労働者数を考慮した加重平均）で 14円とする

ことを決めました。目安通り上乗せされると全国平均は

現行の 749円から 763円となります。 

現在は、最低賃金が生活保護の給付水準を下回る「逆転

現象」が宮城をはじめとする北海道、東京、青森、京都、

兵庫など 11都道府県で起きています。今回の目安を適用

すれば、生活保護費との差が 22円ある北海道を除く全都

府県で解消され、宮城と神奈川は、生活保護を下回らな

いよう配慮することを定めた改正最低賃金法が施行され

た 08年以降で初めての逆転解消となります。 

今後はこの目安をもとに、各都道府県の審議会で引き上

げ幅を決め、10月頃から新しい額が発効します。 
 
 

ソーシャルメディアへのリスク対策を 
 

コンビニエンスストア店内のアイスケース内に寝そべった写

真がソーシャルメディア Facebook上にアップされ、大騒ぎに

なったのは記憶に新しいところです。店舗は閉店、従業員に

もその責任は問われ、社会的な制裁も受けたはず…けれど、

そのあとも Twitterや Facebookへの‘悪ふざけをしている写

真’のアップは後を絶ちません。本人たちはどんな意識で行

っているのか、会社としての責任は…日々の労務管理の中で

考えていらっしゃる皆様も多いことと思います。 

 

ソーシャルメディア…いったい何?! 新たなツールが続々と！ 

ＳＮＳ（フェイスブック、ミクシィ、グリー等）、ツィッター、電子

掲示板、ブログ、ラインなど、インターネットを利用してユーザー

が相互にコミュニケーションを行うことのできる情報伝達媒体で

す。インターネットを前提とした技術を用いて、発信された映像、

音声、文字情報にあるコンテンツ(情報の内容)を、当該コミュニテ

ィサービスに所属している個人や組織に伝えることによって、 多数

の人々や組織が参加する双方向的な会話へと作り替えていきます。 
 
うちの従業員は大丈夫…本当でしょうか？！ 
 

（門田より）実際に、退職時に書き込んだ内容をみた取引先から事

業所に問い合わせがあった、事業所の写真を業務中に撮影し、ブ

ログにアップしていた、といったトラブルが起きています。 

 

 
 

ソーシャルメディアのリスク 

①発信された情報は、半永久的に残ること 

②瞬時に拡散し得ること 

③炎上リスクがあること 

⇒発信されてしまった後では、 

  どんなに謝罪しても、懲戒しても、情報は回収不能であり、 

   失った信頼を回復するまでには長期間かかること 

 

（門田より）このほかにも、常に携帯電話を携行し、業務に集中で

きていない、といった相談もあります。業務時間中に私事をする

こと＝職務離脱となり、適切な賃金支払いにも支障がでます。一

方、業務連絡を個人の携帯電話を使用して行われているケースも

見受けられ、情報管理の面からも労働時間の確定の面からも、公

私の線引きが難しくなっています。 

 

ひとつの提案：「ソーシャルメディア利用管理規程」の策定 

…就業規則にインターネットの利用等について定めている

場合であっても、日々進化するツールに対して具体的な利

用対策まではなかなか言及できません。 

 少なくとも、抑止力として 

 ①発信してはならない事項を明示 

 ②社章やロゴを使用しないことを明示 

 ③規定に触れるときは懲戒処分となることの明示 

 等を定め、採用時および継続的に、指導を 

していきましょう。規則のお問合せは門田まで。 

      

 

  

       

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


